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定
例
会

　

中
学
生
海
外
研
修
事
業　
　

１
千
162
万
円

【
事
業
内
容
】

　

中
学
生
海
外
研
修
の
実
施

　
（
モ
デ
ル
事
業
）

　

参
加
生
徒
：
20
人

質　

疑　

平
成
31
年
度
は
モ
デ

ル
事
業
で
あ
り
、
平
成
32
年
度

以
降
の
事
業
展
開
を
具
体
的
に

し
て
い
く
と
あ
る
。
ま
た
、
１

学
年
400
人
前
後
の
児
童
生
徒
が

い
る
中
で
、
こ
の
事
業
を
何
年

間
か
に
渡
っ
て
継
続
す
る
構
想

な
の
か
伺
う
。

答　

弁　

平
成
31
年
度
の
成
果

と
課
題
を
き
ち
ん
と
検
証
し
、

そ
の
あ
と
に
拡
充
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。
最
終
的
な
考
え

と
し
て
は
、
修
学
旅
行
と
い
う

こ
と
で
、
中
学
校
の
あ
る
学
年

の
と
こ
ろ
全
体
と
考
え
て
い
る
。

質　

疑　

平
成
31
年
度
の
モ
デ

ル
事
業
で
20
名
の
生
徒
を
市
内

か
ら
選
考
を
す
る
と
あ
る
が
、

平
等
性
・
公
平
性
を
勘
案
し
た

具
体
的
な
選
考
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

公
平
性
、
平
等
性
に

つ
い
て
は
非
常
に
重
要
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
い
る
。そ
こ
で
、

諸
条
件
を
考
慮
し
２
年
生
を
対

象
と
し
て
、
時
期
的
に
は
夏
休

み
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
公

平
性
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
地

域
等
で
行
っ
て
い
る
交
流
等

が
、
成
果
等
も
上
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
全
体
で
や
っ
て

い
く
の
も
い
い
の
か
と
考
え
、

全
中
学
校
を
対
象
と
し
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
大
き
な
意
味

で
は
、
公
平
性
に
つ
い
て
は
担

保
し
て
い
る
。

質　

疑　

ペ
ン
ド
ル
ト
ン
市
や

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
セ
ッ
ト
校
と
の

交
流
事
業
に
か
か
る
自
己
負
担

の
と
の
整
合
性
、
経
費
の
考
え

方
を
伺
う
。

答　

弁　

平
成
31
年
度
以
降
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
、
負
担
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
不
均
衡

を
是
正
す
る
と
い
う
考
え
の
も

と
に
、
こ
ち
ら
を
再
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

市
営
球
場
大
規
模
改
修
事
業

１
億
３
千
26
万
円

【
事
業
内
容
】

　

ナ
イ
タ
ー
照
明
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
改
修
工
事

　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
工
事

質　

疑　

今
回
の
改
修
工
事
の

内
容
に
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取

組
む
と
あ
る
が
、
野
球
場
の
使

用
形
態
に
よ
っ
て
、
照
度
が
分

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
取
り

付
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

市
営
球
場
大
規
模
改

修
工
事
に
伴
う
ナ
イ
タ
ー
照
明

の
工
事
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

電
球
を
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え
る

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
だ
け

で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

改
修
工
事
や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の

塗
装
工
事
も
含
め
て
、
皆
さ
ん

が
利
用
し
や
す
い
球
場
と
な
る

よ
う
改
修
工
事
を
行
う
。

文

文

市営球場

　

小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事

業　
　
　
　

１
億
２
千
143
万
円

【
事
業
内
容
】

　

実
施
設
計　

原
三
小
北
校
舎

　

改
修
工
事　

原
一
中

質　

疑　

予
定
で
は
２
０
２
１

年
度
ま
で
か
か
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
前
倒
し
で
整
備
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

太
田
小
学
校
と
大
甕

小
学
校
は
、
大
規
模
改
修
と
同

時
に
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
改
修
に
あ
た
り
国
の

補
助
を
受
け
て
い
る
。
こ
ち
ら

に
５
年
経
過
せ
ず
に
手
を
つ
け

る
と
補
助
金
の
返
還
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

公
立
学
校
適
正
化
推
進
事
業

78
万
円

【
事
業
内
容
】

　

南
相
馬
市
公
立
学
校
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
、
小
中
一
貫
校

や
小
規
模
特
認
校
制
度
導
入
を

は
じ
め
、
特
色
と
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
。

質　

疑　

取
り
組
み
の
中
で
小

中
一
貫
校
等
先
進
事
例
研
究
の

た
め
、
先
進
校
視
察
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
視
察
校
選
定
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
30
年
度
は
、
主

に
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校

を
視
察
し
、
平
成
31
年
度
は
、

栃
木
県
及
び
水
戸
周
辺
の
主
に

小
規
模
特
認
校
の
研
究
を
予
定

し
て
い
る
。
制
度
導
入
後
、
児

童
数
が
増
加
し
た
学
校
、
逆
に

減
少
し
た
学
校
の
２
校
の
訪
問

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
制
度

導
入
に
よ
る
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
て
、
小
学

校
の
小
規
模
特
認
校
導
入
の
研

究
を
今
後
実
施
し
た
い
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

文

文

　

常
磐
自
動
車
道
対
策
一
般
経

費　
　
　
　
　
　
　
　

609
万
円

質　

疑　

南
相
馬
鹿
島
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
通
行

時
間
を
24
時
間
化
に
向
け
た
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
29
年
度
の
通
行

実
績
は
１
日
590
台
の
通
行
量
、

平
成
31
年
度
は
交
通
量
の
解
析

や
整
備
効
果
を
調
査
し
、
24
時

間
化
を
目
指
し
て
国
と
の
協
議

を
進
め
て
い
く
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

１
億
300
万
円

【
事
業
内
容
】

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ

る
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
震
災
記

憶
の
伝
承
の
た
め
、
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
を
整
備
す
る
。

質　

疑　

全
体
整
備
が
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の
中
で
300

平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
取
得
だ

が
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

購
入
す
る
300
平
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
多
目

的
広
場
の
予
定
箇
所
で
現
在
保

安
林
に
な
っ
て
い
る
が
平
成
31

年
度
内
に
保
安
林
の
解
除
が
さ

れ
平
成
31
年
度
、
32
年
度
の
事

業
計
画
内
で
の
売
却
は
問
題
な

い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

学
力
向
上
教
員
配
置
事
業

１
千
473
万
円

【
事
業
内
容
】

　

学
力
向
上
教
員
の
配
置

　

・
小
学
校　

３
人

　

・
中
学
校　

１
人

質　

疑　

今
回
中
学
校
は
採
用

見
込
み
が
１
人
で
30
代
の
方
の

想
定
で
あ
る
が
、
あ
え
て
若
手

の
先
生
と
し
た
理
由
、
及
び
外

答　

弁　

現
在
要
望
は
67
路
線

あ
り
、
31
年
度
９
路
線
と
債
務

負
担
行
為
で
４
路
線
計
上
、
簡

易
舗
装
事
業
と
し
て
は
13
路
線

計
上
又
帰
還
再
生
生
活
道
路
舗

装
事
業
で
原
町
区
の
６
路
線
、

合
わ
せ
て
19
路
線
を
予
定
。
現

在
あ
が
っ
て
い
る
要
望
に
つ
い

て
は
平
成
35
年
度
ぐ
ら
い
ま
で

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

建

建文

南相馬鹿島スマート IC

定
例
会

部
か
ら
招
く
こ
と
で
、
担
当
教

諭
の
指
導
力
も
高
ま
る
よ
う
な

取
り
組
み
と
な
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

１
つ
の
中
学
校
に
２

人
の
数
学
の
教
員
が
い
る
学
校

が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
１

人
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
に
１
人
ず
つ
配
置

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の

学
年
を
も
っ
て
整
理
し
な
が

ら
、
指
導
に
当
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
時
間
的
な
余
裕
が

出
て
き
て
、
１
学
年
の
数
学
の

先
生
が
自
分
の
空
き
の
時
間
に

２
年
生
の
数
学
の
授
業
に
も

入
っ
て
Ｔ
Ｔ
指
導
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
為
に
、
ほ
か

の
教
員
と
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
て
、
あ
る
程
度
の
力
量
も
必

要
な
こ
と
か
ら
30
代
程
度
に
落

ち
着
い
た
。

　

南
相
馬
市
み
ら
い
へ
つ
な
ぐ

復
興
基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

質　

疑　

基
金
造
成
額
が
40
億

円
強
と
い
う
こ
と
だ
が
、
向
こ

う
10
年
間
で
の
計
画
事
業
に
見

合
う
額
な
の
か
伺
う
。

答　

弁　

基
金
の
処
分
に
つ
い

て
は
、
教
育
・
子
育
て
、
地
域

医
療・健
康
づ
く
り
、産
業
振
興
、

震
災
後
に
整
備
し
た
公
共
の
維

持
管
理
補
修
の
財
源
に
充
て
る

総

条
例
審
査

※現行基金と新設基金との住み分け

※基金造成額（42.2 億円）の原資
　南相馬市東日本大震災復旧・復興基金：40 億円
　市有地貸付収入（沿岸部太陽光・風力発電事業用地）：1.2 億円
　沿岸部大規模太陽光発電事業に係る地域協力金：1億円

設置目的 活用期間

復旧・復興基金 早期の復旧及び復興を
推進する

平成24年度～平成34（2022）年度
　※設立から概ね10年間

みらいへつなぐ
復興基金

復興に向けて中長期的に
取り組む

平成31年度～平成42（2030）年度
　※復興創生期間の残期間
　　+復興創生期間終了後10年間

と
き
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

　

南
相
馬
市
東
日
本
大
震
災
等

に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料

の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る
被

災
者
に
対
す
る
平
成
31
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

質　

疑　

市
民
か
ら
継
続
の
要

望
が
あ
り
、
要
望
書
も
市
長
か

ら
出
さ
れ
て
い
て
、
議
会
で
も

毎
年
提
出
し
て
い
る
が
、
現
状

を
踏
ま
え
、
今
後
も
要
望
を
続

け
て
い
く
と
い
う
理
解
で
よ
い

の
か
伺
う
。

答　

弁　

平
成
31
年
度
は
来
年

の
３
月
ま
で
減
免
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
今
後
も
継
続
頂
く

よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

文

　

南
相
馬
市
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

【
主
な
内
容
】

　

南
相
馬
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、

土
地
台
帳
の
閲
覧
の
み
の
表
現

に
改
め
る
も
の
。

質　

疑　

土
地
台
帳
の
閲
覧
を

廃
止
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
の

か
。

答　

弁　

廃
止
し
て
も
南
相
馬

市
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
、
よ
り
正
確

な
情
報
を
入
手
で
き
る
こ
と
か

ら
、
問
題
は
な
い
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

総
　

南
相
馬
市
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

１　
改
正
概
要

　

本
人
が
来
庁
し
、
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
場
合
に

限
り
、
印
鑑
登
録
証
の
掲
示
が

無
く
て
も
印
鑑
登
録
証
明
書
を

交
付
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
。

２　
施
行
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

文


